
※掲載内容は、スロベニアの報道をまとめたものです。 1 

 

難民問題 

 

●１３日、スロベニア当局は難民の入国及び墺への

移送に際し、出身国や目的地などについてより厳格

な基準を導入した。 

●１６日、欧州委は、難民危機対処を担当する２つ

のポストを本年４月に新設予定であり、スロベニアＥ

Ｕ常駐代表部の法務・内務顧問を務めているグロシ

ェリ氏が就任すると発表した。 

●１７日、墺当局が１９日より１日あたりの難民申請

の受入れ数を８０人、通過する難民数を３２００人に

制限する措置を発表した。 

同日、政府は、昨年１０月に成立した非常事態時

に軍に対する制限付き警察権の付与を可能にする

法改正（昨年１０月号をご参照）に基づき、スロベニ

ア軍に対し、国境管理に際する国境移動の監視や

集団のコントロールに際する支援等の制限付き警察

権を付与する提案を議会に提出した。 

●１８日、スロベニア軍報道官は、国境管理強化の

一環として対クロアチア国境に過去最大となる約１０

０人の部隊を派遣すると発表した。 

同日、バルカンルートに位置するマケドニア、セル

ビア、クロアチア、セルビア及び墺の警察長官は、ギ

リシャ・マケドニア間国境において難民の登録を行う

新たな登録手続きについて合意した。 

●２０日、クラン近郊の街シェンチュルで、約３０００

人が集まり、新たな難民センターの建設に反対する

抗議集会が行われた。 

●２２日、国民議会は、軍に制限付き警察権を付与

する政府案を承認した。これにより、最大３か月にわ

たり、対クロアチア国境でのパトロールに際して軍に

制限的な警察権が付与される。カティッチ国防相は、

警察権の使用は最終手段であり、すべての警察権

の行使は警察への通知を必要とすると述べた。 

●２６日、スロベニア警察は、バルカンルート諸国は

１日あたりに通過する難民数を約５８０人に制限する

ことで合意したことを明らかにした。 

●２月２９日の時点で１０月１７日以降合計４７万６１

８４人の難民がスロベニアに入国（２月では３万４７９

５人）した。（ＳＴＡ通信、スロベニア警察統計） 

 

政治 

 

【内政】 

●ツェラル政権の支持率が発足後最低を記録【９

日】 

日刊デロ紙は、国内政治に関する月例世論調査

結果を発表し、内閣支持率は、１から５の５段階評価

で２．３７となり、発足後最低を記録した。また、内閣
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の職務について、５５．８％が「評価しない」と回答し、

「評価する」と回答した人は１８％にとどまった。 

２月の支持率下落は、１月のムラモル財相が大学

学部長時代に法的根拠のない手当を受け取ったとさ

れる問題や、同問題を受けてムラモル財相が提出し

た辞表をツェラル首相が不受理とした一連の出来事

（１月号をご参照）の影響と見られている。 

 

●２０１６年の政策プライオリティの発表【２５日】 

政府は、２０１６年の政策プライオリティを発表し、

税負担の公平な分配と雇用促進のため、財政健全

化と税制改革に取り組む考えを示した。また、治療ま

での待機時間短縮を目的として長期的な医療制度

改革の準備に集中的に取り組むとし、経済面ではコ

ペル～ディヴァチャ間鉄道第２路線計画の推進を目

指すとしている。昨年秋からの課題である難民問題

については、難民への人道的な対応及び国民の安

全確保に重点事項に挙げ、難民流入のコントロール

に努めるという。 

 

スロベニアに迫る！⑪ 

スロベニア人の平均月収 

スロベニア統計局の発表によると、２０１５年のス

ロベニア人の平均月収は、総賃金が１５５６ユーロ、

純賃金が１０１３ユーロでした。２０１４年と比べ、総賃

金は名目で０．７％、デフレのため実質では１．２％

増加しました。職種別に見ると、エネルギー部門での

賃金が最も高く（純賃金で１４３８ユーロ）、事務職の

賃金が最も低い（同７０５ユーロ）結果となりました。 

地域別に見ると、首都のリュブリャナがあり、政治

と経済の中心である中央スロベニア地域が最も高く、

唯一国内平均を上回っています。その他、上位に位

置する南スロベニア地域は製薬会社のクルカ（krka）

社をはじめ大企業の工場を擁しており、また、沿岸カ

ルスト地方はピラン市など観光業が盛んな地域です。 

 

地域 総賃金(EUR) 純賃金 

スロベニア平均 １５５６ １０１３ 

１．ゴリシュカ １４８７ ９８５ 

２．ゴレンスカ １５４５ １０１１ 

３．コロシュカ １４５４ ９５７ 

４．ドラヴァ １４２０ ９３９ 

５．ポムリエ １３８４ ９２３ 

６．中央スロベニア 

  （リュブリャナ等） 

１７２０ １０９９ 

７．中央サヴァ １３７９ ９１４ 

８．サビニヤ １４３０ ９４５ 

９．沿岸カルスト １５３３ ９９８ 

１０．ノトライスコ・カルスト １３７４ １０１１ 

１１．南スロベニア １５６０ １０２２ 

１２．南サヴァ １４４６ ９５５ 

 

 
 

【外政】 

●イラクへの軍教官派遣【３日】 

スロベニア政府は、ISISに対する国際的な対抗策

の一環として、１５名の軍教官をイラク内クルディスタ

ンの合同調整センターに派遣することを決定した。 

 

●スロベニアによる２０万ユーロのシリア支援【４日】 

ツェラル首相は、ロンドンで開催されたシリア及び

地域支援会合に出席し、スロベニア政府による２０万

ユーロに上る対シリア支援を発表した。２０万ユーロ

のうち、８万ユーロは国際赤十字が行うシリアにおけ

る緊急人道支援活動に、残りの１２万ユーロは、１９

９８年にスロベニアが設立した「人間の安全保障強

化のための国際信託基金（ＩＴＦ）」を通じた難民支援

に活用されることとなる。 

 

●パホル大統領のミュンヘン安全保障会議出席【１

３日】 

パホル大統領は、ミュンヘン安全保障会議に出席

し、欧州大西洋体制の強化に関するディベートの中

で、西バルカン諸国を含むＥＵ拡大継続及びＥＵ強

化の必要性を強調した。 

また、同大統領は、モゲリーニＥＵ外務・安全保障

政策上級代表、メドベージェフ露首相及びザリーフ・

イラン外相とそれぞれ会談を行い、シリア情勢をはじ

めとする国際情勢について議論を行った。 

 

●パホル大統領のチェコ訪問【１８日】 

パホル大統領はチェコを訪問し、ゼマン大統領と

会談を行った。両大統領は、主に難民問題について
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協議したが、難民の再移転や受入れ人数割当て制

度などについて、Ｖ４諸国とスロベニアの立場は大き

く異なっており、パホル大統領は、これはＶ４諸国が

難民流入の直接の影響を受けていないからであると

述べた。一方で、両大統領は、シリア内戦等の問題

発生国での原因への対処及びＥＵ域外国境の管理

強化の必要性につき一致した。 

 

●ツェラル首相の欧州理事会出席【１８・１９日】 

１８日及び１９日、欧州理事会が開催され、各国首

脳は難民問題やイギリスのＥＵ離脱問題について協

議した。 

同理事会において、各国首脳は、難民流入の抑

制、ＥＵ域外国境の強化、不法移民の削減、シェンゲ

ン領域の保護等について合意した。ツェラル首相は、

同理事会後にツイッター上で、同理事会でギリシャ・

マケドニア間国境の管理強化におけるイニシアチブ

が出席者から広く評価された旨発言した。 

 また、同首相は、ＥＵ改革に関する合意成立を受け、 

イギリスは欧州の共通政策に多大な貢献をしており、

ＥＵとしてイギリスがＥＵ圏内に留まって欲しいと考え

ているのは明白であると述べた。 

 

スロベニアに迫る！⑫ 

スロベニアの国民的飲料「コクタ（Cockta）」 

スロベニアには、「コクタ（Cockta）」というスロベニ

ア人なら知らぬ者はいない国民的飲料があります。 

１９５０年代初め、コカ・コーラが西欧を席巻してい

た時代に、政治的背景でアメリカの飲料が手に入ら

なかったユーゴスラビアにおいて、シロップとリキュー

ルを製造していたスロベニアヴィノ（Slovenijavino）社

に国内向け代替品の開発依頼が入ります。 

オーナーのゼリンカ氏は、スロベニアで広く手に入

る、様々なハーブ、砂糖、オレンジ、レモン、そしてロ

ーズヒップエキスといった、すべて天然の材料を使っ

て代替品を開発し、英語のカクテル（cocktail）から

「コクタ（Cockta）」と名付けました。調合の割合は今

でも門外不出です。 

販売されたコクタは当時としてはとても新鮮で、国

中がスタイリッシュなポスターで埋め尽くされ、瞬く間

に成功を収めました。 

６０年代にコカ・コーラがユーゴスラビア市場に出

回ると、コクタの売り上げは一時低下しますが、ノス

タルジックな広告手法に加え、すべて天然の材料を

使用するというコカ・コーラとの違いを強調することで、

スロベニア国内ではコカ・コーラと渡り合うほどの地

位を確立しました。 

ユーゴスラビア崩壊後も人気は衰えることなく、発売

から６０年以上経った現在でもスロベニアの国民的

飲料となっています。  
 

 
（写真：Cockta 公式サイト） 

 

経済 

 

【マクロ経済・統計】 

●経済の自由度ランキング【１日】 

 １日、ヘリテージ財団及びウォールストリートジャー

ナル紙が２０１６年経済の自由度ランキングを発表し、

スロベニアは１７８カ国中９０位、欧州では３７位であ

った。スロベニアは１００点中６０．６点を獲得し、昨年

を０．３点上回ったが、昨年に引き続き平均の６０．７

点を下まわった。 

発表機関は、スロベニア経済について、非効率な

国営企業の民営化の遅れが見られるが、ビジネスの

規制がより分かりやすくなり、法人税の減税が競争

力を高めたと評価した。他方で、高齢化に伴う社会

保障関係予算の増加への対応や、雇用と生産性の

向上を妨げている労働市場の改革が今後の課題で

あると指摘している。 

 

●２０１５年の輸出額がＥＵ加盟後最大に【９日】 

 スロベニア統計局は、２０１５年の貿易統計を発表

し、輸出額が対前年比４．４％増の２３９億ユーロ、貿

易黒字が７億５千万ユーロとなり、いずれも２００４年

のＥＵ加盟後最大となった。 

主要な輸出品は機械類及び自動車で、輸出全体

の７７％がＥＵ加盟国への輸出であり、引き続き大部

分を占める結果となった。 

一方、輸入額は対前年比で２．７％増となる２３２

億ユーロであった。主に石油製品を輸入しており、輸
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入におけるＥＵ加盟国の占める割合は８０％にのぼ

った。 

 

●２０１５年の経済成長は好調を維持【２６日】 

 スロベニア統計局は、２０１５年のＧＤＰ成長率が２．

９％を記録し、前年の３％とほぼ同水準であったと発

表した。前年に比べ、経済成長の主要因である輸出

の成長率が５．２％と鈍化したが、国内消費が２．

１％増となり成長率を押し上げた。 

 また、２０１５年のＧＤＰは３８５億４千万ユーロとな

り、経済危機前の水準である３７９億５千万ユーロを

上回った。 

 

【金融・企業関係】 

●ポチヴァルシェク経済開発・技術大臣のセルビア

訪問【１９日】 

ポチヴァルシェク経済開発・技術大臣は、ベオグラ

ードで開催された国際観光展に出席し、スロベニア

のブースに立ち寄ったブチッチ・セルビア首相と意見

交換を行った。ブチッチ首相は、良好な二国間関係

を評価し、スロベニアの投資先の中で、セルビアがク

ロアチアについで第２位になっていることに触れ、ス

ロベニアがセルビアへの投資において重要な役割を

果たしていると述べた。これに対し、ポチヴァルシェク

大臣は、貿易の面でもセルビアはスロベニアにとっ

て重要なパートナーである旨述べた。 

 

●タバコ規制法改正案に関する発表【２３日】 

保健省は、タバコ規制法改正案に関する発表を行

い、パッケージへの健康被害に関する大きな文字で

の警告の記載やパッケージデザインの均一化を検

討していると明らかにした。その他改正案には、タバ

コ販売店のライセンスの取得義務化や、公共の場で

の電気タバコの使用禁止が含まれている。 

また、保健省は、喫煙の被害防止及び軽減を目的

とする施策のため、「タバコ・セント」と呼ばれる少額

の費用の徴収も検討している。 

 

スロベニアに迫る！⑬ 

スロベニアのタバコ事情 

スロベニアでは、２００７年に公共の場での喫煙を

禁止するタバコ規制法が制定され、成人の喫煙者数

が２０％減少しましたが、２０１５年の統計では再び

喫煙者数が増加傾向にあります。 

 日刊デロ紙の行った世論調査によると、８０％が２

００７年のタバコ規制を評価すると回答しました。これ

に対し、より厳しい規制については、支持が過半数と

なりましたが、４０％が現行法制で十分と答えていま

す。 

 タバコ規制法改正案において保健省が提案するパ

ッケージの均一化については、支持が４３％にとどま

り、電気タバコの公共の場での使用禁止については、

４０％が賛成と回答しました。 

 

 

社会・文化・スポーツ 

 

●ピランが欧州の美しい街ベスト３０に選出【１１日】 

日本旅行業協会（ＪＡＴＡ）は、欧州の美しい街ベス

ト３０を発表し、スロベニアからアドリア海に位置する

南西部の街ピランが選ばれた。 

このリストは知られざる街にも精通している旅行会

社３００社により選出され、ＪＡＴＡはピランについて、

「アドリア海岸にヴェネチア様式で建設された、美し

い広場や教会、迷路のような細道や優雅なシーフー

ドレストランのある港街」と紹介している。 

 

 
（写真：スロベニア観光局） 

 

●ジカ熱に関するスロベニア研究チームの発表【１１

日】 

リュブリャナ大学医学部とリュブリャナ病院からな

る研究チームは、中絶された頭部の小さい胎児の脳

からジカウィルスを発見し、ジカウィルスと小頭症の

強い関係性を証明する発表を行った。 

研究チームによると、母親のスロベニア人女性は、

ブラジルでボランティア活動を行った際、妊娠初期に

ジカ熱に感染したとされ、その後同研究チームが、２

９週目に中絶された脳の形状に異常のある胎児の

解剖を行った。今回の発見により、ジカウィルスは感

染した母親から胎児の脳へと感染し、深刻な損害を

与えることが証明された。 

世界保健機関（ＷＨＯ）は、今回の発見は治療法

やワクチンの開発につながる極めて重要な発見であ

ると評価した。 

 

●生活の質（Quality of living）ランキング【２３日】 
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イギリス所在のコンサルティング会社マーサ－社

が「生活の質（Quality of living）ランキング」を発表し、

リュブリャナは２３０都市中７６位で、昨年より順位を

１つ落としたものの、中東欧地域ではプラハの６９位

に次ぐ、２番目に高い順位を獲得した。また、旧ユー

ゴ地域では９８位のザグレブ、１１４位のベオグラード

を上回り、最も高い順位となった。ランキングは、教

育、文化、環境保護等３９の基準より生活の質を算

出しており、上位国は、１位が７年連続でウィーン、２

位がチューリヒ、３位がオークランドとなった。 

 

 

発見！スロベニア 

トロヤーネ・ドーナツ（Trojanski krofi） 

カーニバルシーズンとなる２月、スロベニア人はい

つにも増してドーナツを食べる習慣があります。 

中でも、リュブリャナから北東２５ｋｍに位置する街、

トロヤーネで売られているトロヤーネ・ドーナツ

(Trojanski krofi)が有名で、普通のドーナツよりひとま

わり大きく、中にブルーベリーやアプリコットなどのジ

ャムが入っているのが特徴です。 

このドーナツはリュブリャナから北東部のシュタイ

ェルスカ地方へと伸びる高速道路沿いの小さな宿屋

で販売されています。１９６１年、ライカ・コニシェク

（Rajka Konjsek）氏のもとで再建を目指していた宿屋

は、よく立ち寄るトラック運転手のためにドーナツの

提供を始めました。当初は１日１０個販売していまし

たが、たった数年のうちに年間１５万個を売り上げる

ほどになりました。 

現在では１日５０００個販売しており、チョコレート

など新たな味も販売していますが、今でも伝統的なド

ーナツが一番人気となっています。 

 

（写真：スロベニア観光局） 



※掲載内容は、スロベニアの報道をまとめたものです。 6 

 

 
在スロベニア日本国大使館 
電話：+386-1-200-8281 又は 8282、Fax：+386-1-251-1822、Email：info@s2.mofa.go.jp 

Web：http://www.si.emb-japan.go.jp/website_jp/index_j.html 

●スロベニアに９０日以上滞在される方は、大使館に在留届を提出願います。 

●本資料は、スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される

方、あるいは今後配信を希望されない方は、以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 info@s2.mofa.go.jp 

 

★在スロベニア日本国大使館のフェイスブックが出来ました！ 

当館のフェイスブックでは、スロベニアにおける日本の外交活動、文化行事のお知らせやレポート、スロベ

ニア事情等の情報を随時発信しております。「いいね！」ボタンで当ページのフォローをよろしくお願いします。 

https://www.facebook.com/Embassy.of.Japan.in.Slovenia 

 

【文化行事のお知らせ】 

●日本映画上映のお知らせ 

リュブリャナ市内のキノ・ドゥヴォルでは、是枝裕和監督の「海街 diary」及びスタジオ・ジブリのアニメ映画

「思い出のマーニー」の２本を上映します。 

「海街 diary」は、第６８回カンヌ国際映画祭コンペティション部門に出品され、２０１６年３月に開催された第３９

回日本アカデミー賞セレモニーにて最優秀作品賞を受賞。湘南を舞台に、異母妹を迎えて４人となった姉妹

の共同生活を通し、家族の絆を描いています。「思い出のマーニー」は、原作であるイギリスの児童文学作品

の舞台を日本に置き換え、スタジオ・ジブリが長編アニメーション映画化した作品。第８８回米国アカデミー賞

長編アニメ映画賞にノミネートされました。 

◇上映スケジュール 

３月１３日 １９：００ 海街 diary（是枝裕和監督、１２６分、綾瀬はるか他出演） 

３月２６日 １１：００ 思い出のマーニー（米林宏昌監督、１０３分） 

◇場所：キノ・ドゥヴォル（KINODVOR） （住所：Kolodvorska ulica 13, 1000 Ljubljana） 

 

●日本人形展 

古来の風習に育まれた「雛人形」「五月人形」、古典芸能に材をとった「能人形」「文楽歌舞伎人形」、日本

各地の人形、現代工芸作家による創作人形など日本の代表的な人形を紹介。 

期間：４月５日～６月５日（予定） 

場所：マリボル地域博物館（Maribor Regional Museum） （住所：Grajska ulica 2, 2000 Maribor） 

 

【領事からのお知らせ】 

●「たびレジ」に簡易登録機能がつきました！ 

たびレジとは、いざという時、在外公館などから緊急時情報提供を受けられる外務省の海外旅行登録シス

テムです。 

この度このたびレジに簡易登録機能がつきました。メールアドレスと対象国・地域だけを登録することで、実

際の渡航の有無やその旅行期間に縛られることなく、継続的に領事メール及び最新海外安全情報メールを

受け取ることが可能となります。（ただし、緊急時の安否確認の対象とはなりません。） 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ 
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